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３．事業の実施状況 

 
平成27年度福井県計画に規定した事業について、平成27年度計画終了時における事業の実施

状況を記載。 

  
事業の区分 １．医療機能の分化・連携に関する事業 

事業名 【NO.１】 

 地域包括ケア病院整備事業 

【総事業費】 

5,222,653千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県医師会、木村病院他 

事業の期間 平成 29年 4月～平成 32年 3月 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域に急性期を脱した患者を受け入れる病床が少ない状況

にあるため、急性期病床など地域で過剰な病床機能を回復

期病床へ転換していくことが必要 

アウトカム指標：在宅医療利用者数 H29:4,800人 

事業の内容（当初計画） 急性期医療を経過した回復期の患者について、リハビリや

在宅医療等を身近な医療機関で受けられるよう、急性期病

院からの患者受入れのための病棟やリハビリに必要な施設

等を整備する。また、救急医療機関に対する設備整備や急変

した在宅療養者の受入れに必要な施設・設備整備を支援す

る。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

回復期を担う病床の整備（H29:33 床） 

アウトプット指標（達成

値） 

回復期を担う病床の整備（H29:33 床） 

事業の有効性・効率性 観察できた 

 回復期病床が前年度に比べ 159床増加した。 

（１）事業の有効性 

    中核的な病院等から回復期の患者を受け入れるた

めの病棟整備や在宅療養患者の急変時の受入れ体制

の整備が一定程度進んだ。 

（２）事業の効率性 

    病院・診療所の再編等に併せ、効率よく回復期病棟

等の整備を進めることができた。 

その他 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.9】 

医師確保研修資金貸与事業 

【総事業費】 

14,400千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井医療圏、奥越医療圏、丹南医療圏、嶺南医療圏 

事業の実施主体 福井県 

事業の期間 平成 27年 4月～平成 30年 3月 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

福井大学医学部の地域枠（健康推進枠）の奨学生が、本格的

に勤務を開始するまでの間の医師不足に対応することが必

要 

アウトカム指標：地域医療に従事する医師の確保 

事業の内容（当初計画）  福井大学医学部の地域枠（健康推進枠）の奨学生が、本格的

に勤務を開始するまでの間の医師不足に対応するため、医学

部の 5、6 年生、大学や病院に在籍する臨床研修医に対し、県

内の指定医療機関等に 3年間勤務すれば返還が免除される研

修資金を貸与する。（貸与期間は 2年間） 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

H28から H29の期間で貸与する医学生・臨床研修医数 ４人 

アウトプット指標（達成

値） 

H28から H30の期間で貸与する医学生・臨床研修医数 ５人 

事業の有効性・効率性 観察できた 

 将来、地域医療に従事する奨学生等の確保が図られた。 

（１）事業の有効性 

 新たに医師が不足する地域において働く意欲のある

医師の確保を行うことができた。 

 

（２）事業の効率性 

 奨学生の医師等が本格的に勤務を開始するまでの間の

医師不足に対応することができる。 

 

その他 
 


